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  1.研究の背景と目的 
近代では，誕生日などのお祝い事があるとケーキでお祝い
する事が主流となっているように，和菓子に比べて洋菓子に
親しみがある傾向にあると考えられる。百貨店地下の，生菓
フロアでも和菓子店より洋菓子店が多くみられるように，都
市の中にある菓子店の中でも洋菓子店を多く目にする。その
中で，私自身が幼い頃から過ごしている豊中市は洋菓子店よ
りも和菓子店の方が多いという事が，2017年のタウンペー
ジで明らかとなった。イメージとしては，豊中市は千里など
のニュータウンが多くある為、比較的新しい都市という印象
があるため，洋菓子店が増加している印象が強いが，実際に
はそれぞれの地域において，どのようになっているかを明ら
かにしたいと考えた。そこで，一定の人口をもつ中核市を事
例に分析を行うことにする。既往研究としては，樽本和正の
「郊外の地域資源としてのスウィーツ店の可能性と地域愛着
の関係性に関する研究」1)があり，本研究の中心となる豊中
市を事例としている。また，三宅正弘は「食生活からの都市
計画,フランスと日本の比較論」においてケーキ店をアイデ
ンティティ・プレイスとしている2)。しかし，和菓子店と洋
菓子店の立地の比較について研究されているものは少ない。
そこで本研究では，地域社会における和菓子店と洋菓子店の
立地比較を行うことを目的としている。 
 
2.豊中市における和菓子店と洋菓子店の立地特性 
 ここでは，NTT 西日本発行の電話帳 2017 年版から，和菓
子店と洋菓子店の項目に記載されている店舗を元に調査した。
豊中市の市街地図に和菓子店を黒い四角の印，洋菓子店を白
の丸い印で分けして表した。豊中市はベッドタウンとしての
機能が発達しておりほとんどが市街化されていることから，
全体的に和菓子店と洋菓子店が点在しているということが大
きな特徴である。そこで，破線の四角い印をしている阪急沿
線と，丸い破線の印をしているロマンチック街道を含む府道
43 号線を比較する。その結果，阪急沿線は和菓子店 18 店舗
洋菓子店 13 店舗と、和菓子店の方が多い。阪急電鉄は 1913
年（大正 2 年）から開業されており，比較的歴史のあるエリ
アとなっていることが分かった。また店舗数が多い要因とし
て横に国道 176 号線も通っているからであると考えられる。
対して，府道 43 号線は和菓子店 3 店舗，洋菓子店 6 店舗と
洋菓子店の方が多いことが分かった。府道 43 号線は千里な
どニュータウンと呼ばれているエリアであることが分かった。 
 
図 1 豊中市の市街地図 
 
図 2 豊中市 2つのエリア別の和菓子店と洋菓子店の比較 
 
 
図 3 豊中市年別の和菓子店と洋菓子店の比較 
 
 次に，NTT 西日本発行の電話帳を元に 2001 年，2009 年、
2017 年の 3 つの年で和菓子店と洋菓子店を比較した。その
結果，和菓子店洋菓子店両方とも全体的に減少していること
が分かった。また，2001 年は和菓子店 58 店舗に対し，洋
菓子店 62 店舗と洋菓子店の方が多い。しかし，2009 年で
は洋菓子店の店舗数は和菓子店よりも少なくなっている。
2001 年から 2009 年まで，の減少数をみると，和菓子店は
9 店舗に対し，洋菓子店は 16 店舗と洋菓子店が大きく減少
していることが分かった。 
 
3.加古川における和菓子店と洋菓子店の立地特性 
 ここでは、NTT 西日本発行電話帳で豊中市と同じく和菓
子店が洋菓子店よりも多かった加古川市について調査した。
加古川市の和菓子店は 34 店舗，洋菓子店は 26 店舗である。
豊中市と同様に，和菓子店を深緑，洋菓子店をピンクで色
分けして市街地図に表した。すると，菓子店のほとんど全て
の店舗が南の駅周辺に点在していることが分かった。対して
和菓子店は，駅周辺だけでなく北部の山間部にも店舗がある
ことが分かる。加古川市は、神戸市や姫路市のベッドタウン
となっている南部と、農村地域である北部の全く違う景観の
二面性があることが大きな特徴である。加古川市を，加古川
を境界線として北部と南部に分けて比較すると，北部は和菓
子店が 3 店舗，洋菓子店が 2 店舗に比べて南部は，和菓子
店が 31 店舗，洋菓子店が 24 店舗と大きく店舗数に違いが
あることが分かった。 
 
図 4 加古川市 2 つのエリア別の和菓子店と洋菓子店の比較 
 
図 5 加古川市の市街地図 
 
4.結果および考察 
本研究で明らかになったことは以下の諸点である。 
➀数ある中核市周辺の一定の人口をもつ都市の中で，和菓子
店が洋菓子の店舗を上回る都市は少ないということ。➁豊中
市はベッドタウンとして大きく機能していることから市の全
てが市街化されており，和菓子店と洋菓子店で偏りがないと
いうこと。➂豊中市の阪急沿線の歴史あるエリアでは和菓子
店が多いということ。➃加古川市は、農村部の北部と神戸市
や姫路市のベッドタウンとなっている南部で，二面性があり
和菓子店と洋菓子店の店舗数に大きく違いがあるということ。
➄加古川市の和菓子店は北部の電車が通っていない地域に店
舗があり，洋菓子店は駅周辺のみに店舗があるということ。
➅和菓子が多いという同じ都市でも，豊中市のように市全体
的に和菓子店と洋菓子店が分布している都市と，加古川市の
ように和菓子店の多い地域と洋菓子店の多い地域が大きく違
う都市があるということ。以上 6 点が今回の研究で明らかと
なった。 
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